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9
月
・
10
月
で
と
り
く
ん

だ
秋
の
拡
大
月
間
は
、
2
8

6
人
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え

支
部
全
体
で
は
目
標
を
超
過

達
成
し
ま
し
た
。
年
間
12
％

目
標
達
成
は
14
分
会
、
月
間

3
・
5
％
目
標
は
23
分
会
が

達
成
し
ま
し
た
。

11
月
1
日
に
コ
コ
ネ
リ
ホ

ー
ル
で
ひ
ら
い
た
秋
の
拡
大

月
間「
打
ち
上
げ
式
」に
は
、

1
2
5
人
が
参
加
。
上
原
組

織
部
長
、
赤
松
青
年
部
長
が

だ
る
ま
の
目
入
れ
で
月
間
目

標
達
成
を
祝
い
、
各
分
会
が

そ
れ
ぞ
れ
登
壇
し
、
月
間
の

と
り
く
み
を
振
り
返
り
ま
し

た
。イ

ン
ボ
イ
ス
で
組
合
員
と

対
話
・
学
習

今
回
の
秋
の
月
間
で
は
、

初
め
て
の
と
り
く
み
と
し

て
、
2
回
の
日
曜
行
動
日
で

イ
ン
ボ
イ
ス
で
悩
む
組
合
員

の
相
談
に
応
え
よ
う
と
「
イ

ン
ボ
イ
ス
駆
け
込
み
寺
」
相

談
会
（
9
月
24
日
）
、
制
度

強
行
後
に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
後
の
対
応
塾
」
（
10
月

22
日
）
に
各
分
会
で
と
り
く

み
、そ
れ
ぞ
れ
1
4
7
人（
9

月
）
、
2
0
3
人
（
10
月
）

が
参
加
。
参
加
し
た
仲
間
か

ら
は
「
登
録
が
必
要
か
ど
う

か
も
十
分
理
解
が
な
い
ま

ま
、
会
社
か
ら
言
わ
れ
て
登

録
し
た
。
学
習
会
に
参
加
し

て
初
め
て
簡
易
課
税
の
こ
と

を
知
っ
た
」（
田
柄
分
会
）、

「
税
理
士
に
任
せ
て
あ
る
か

ら
安
心
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
事
業
者
が
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
学
べ
て

よ
か
っ
た
」
（
関
町
分
会
）

な
ど
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
行

動
日
で
の
組
合
員
訪
問
、
群

会
議
を
軸
に
仲
間
の
情
報
を

集
約
す
る
「
分
会
な
か
ま
名

鑑
（
仕
事
編
）
」
づ
く
り
の

対
話
運
動
に
も
と
り
く
み
ま

し
た
。

ミ
ニ
運
動
会
で
き
ず
な
深

め
るま

た
、
10
月
8
日
に
光
が

丘
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
い

た
「
全
世
代
交
流
ミ
ニ
運
動

会
」
に
は
、
全
分
会
か
ら
4

7
1
人
の
仲
間
が
参
加
し
、

競
技
を
つ
う
じ
て
「
分
会
の

垣
根
を
超
え
た
交
流
が
で
き

た
」
、
「
な
に
よ
り
、
み
ん

な
が
笑
顔
だ
っ
た
の
が
う
れ

し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
、
仲
間
の
き

ず
な
を
深
め
る
充
実
し
た
一

日
と
な
り
、
拡
大
月
間
の
後

半
戦
に
向
け
て
団
結
を
深
め

ま
し
た
。

拡
大
月
間
終
了
後
の
11
月

1
日
組
織
人
員
は
6
4
2
7

人
と
な
り
、
今
年
1
月
1
日

の
組
織
人
員
6
4
9
1
人
ま

で
64
人
に
迫
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
本
部
「
分

会
・
青
年
・
主
婦
・
シ
ニ
ア

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
選

考
が
11
月
12
日
の
通
信
員
総

会
で
行
な
わ
れ
、
練
馬
支
部

か
ら
は
5
紙
が
特
選
、
4
紙

が
入
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

特
選
紙
の
選
考
は
外
部
審

査
委
員
に
よ
り
、
入
選
紙
の

選
考
は
各
支
部
の
通
信
員
に

よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
通

信
員
総
会
に
は
、
肥
野
支
部

教
宣
部
長
が
出
席
し
ま
し

た
。受

賞
紙
の
表
彰
は
来
年
2

月
11
日
の
本
部
第
5
回
教
宣

部
会
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

《
特
選
紙
》

高
松
分
会
「
た
か
ま
つ
」

／
学
園
分
会
「
桜
並
木
」
／

石
神
井
台
分
会
「
わ
か
ば
」

／
新
豊
玉
分
会
「
新
と
よ
た

ま
」
／
支
部
女
性
の
会
「
ね

り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」

《
入
選
紙
》

桜
台
分
会
「
み
ち
く
さ
」

／
北
大
泉
分
会「
か
た
く
り
」

／
高
松
分
会
女
性
の
会
「
あ

お
ぞ
ら
」
／
早
宮
分
会
女
性

の
会
「
け
や
き
」

月
間
の
奮
闘
を
ね
ぎ
ら
い
乾
杯
！

▼
イ
ン
ボ
イ

ス
開
始
か
ら

ひ
と
月
。
支

部
事
務
所
に

実
務
対
応
の

相
談
が
相
次

ぐ
な
か
、
イ

ン
ボ
イ
ス
未
登
録
（
免
税
業

者
）
を
理
由
に
施
主
か
ら
消

費
税
分
の
値
引
き
を
求
め
ら

れ
た
と
い
う
深
刻
な
相
談

も
。
弊
害
と
混
乱
は
広
が
る

一
方
だ
▼
混
乱
と
い
え
ば
、

マ
イ
ナ
保
険
証
も
同
じ
。
今

度
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
向

け
に
暗
証
番
号
不
要
の
「
保

険
証
限
定
」
の
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
を
発
行
す
る
と
い
う
。
カ

ー
ド
未
取
得
者
へ
の
「
資
格

確
認
証
」
、
70
歳
以
上
で
自

己
負
担
割
合
が
変
更
し
た
際

の「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
マ
イ
ナ
保
険
証
を
補
う

書
類
が
次
々
と
現
れ
、
一
体

何
の
た
め
の
保
険
証
廃
止

か
、
訳
が
わ
か
ら
な
い
混
乱

ぶ
り
だ
▼
利
用
率
が
4
％
台

に
低
迷
す
る
マ
イ
ナ
保
険

証
。
厚
労
省
の
調
査
で
は
マ

イ
ナ
保
険
証
で
診
療
情
報
を

閲
覧
す
る
仕
組
み
を
使
っ
て

い
る
病
院
の
半
数
が
「
患
者

に
と
っ
て
の
利
点
は
な
い
」

と
回
答
し
た
。
業
を
煮
や
し

た
政
府
は
、
補
正
予
算
で
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
増
や

し
た
医
療
機
関
向
け
の
補
助

金
に
2
1
7
億
円
を
充
て
る

と
い
う
。
保
険
証
を
残
せ
ば

済
む
話
な
の
に
、
な
り
ふ
り

か
ま
わ
ず
無
駄
に
税
金
を
投

入
す
る
▼
イ
ン
ボ
イ
ス
も
紙

の
保
険
証
廃
止
も
即
刻
中
止

・
撤
回
す
べ
き
だ
（
文
）

2
8
6
人
の

新
し
い
仲
間
迎
え
る

目標を超過達成!目標を超過達成!

上原組織部長が達成を祝ってだるまの目入れ（11月1日秋の拡大月間打ち上げ式）

秋の拡大月間秋の拡大月間

分
会
等
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

練
馬
支
部
か
ら
9
紙
が
特
選
・
入
選
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秋の住宅デーが11月12日（日）、区内27会場で開催されまし
た。当日の朝は雨が降り寒い一日となりましたが、各会場で
包丁研ぎ、住宅相談、子ども工作教室など様々な企画がとり
くまれ、地域との交流を深めました。

住宅相談コーナーとともに職人紹介コーナーも設置
（上石神井分会）

防災士の資格を持つ2群の藤原緑朗さんによる
防災講話も（谷原台分会）

定番の子供工作教室（大泉東分会）・包丁とぎ（土支田分会）
ゲームコーナーは子どもがいっぱい（富士見台分会）

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た

「
練
馬
ま
つ
り
」
。
練
馬
支

部
は
開
進
第
二
中
学
校
で

「
か
ん
な
削
り
体
験
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
割
り
当
て
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た
め

今
年
も
木
工
教
室
は
実
施
で

き
ず
、
技
術
対
策
部
を
中
心

に
12
人
で
取
り
組
み
ま
し

た
。当

日
は
朝
か
ら
の
強
雨
で

来
場
者
も
ま
ば
ら
な
状
況
で

し
た
が
、
呼
び
込
み
も
行
い

60
人
の
子
供
た
ち
が
仲
間
の

指
導
を
受
け
、
満
足
げ
に
自

分
で
削
っ
た
ヒ
ノ
キ
の
削
り

く
ず
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

「
昨
年
も
参
加
し
た
」
と
い

う
子
供
や
、
大
工
さ
ん
が
か

ん
な
掛
け
を
行
う
姿
を
見
て

興
味
を
持
っ
て
参
加
す
る
子

供
も
お
り
、
「
上
手
に
で
き

て
る
ね
！
」
と
い
う
仲
間
の

優
し
い
声
掛
け
に
、
う
れ
し

そ
う
に
笑
顔
を
見
せ
る
子
供

た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
住
宅
デ
ー
チ
ラ
シ
の
配

布
も
行
い
ま
し
た
。

関
町
地
域
で
は
、
関
町
南

北
町
会
を
中
心
に
町
会
の
枠

を
超
え
地
域
の
防
災
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
2
0
1
8

年
に
関
町
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
結
成
。
関
町
分
会
も
含

め
12
団
体
が
協
力
し
て
毎
年

「
防
災
体
験
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
体
験
会
は
10
月
22

日
に
関
町
小
学
校
で
行
な
わ

れ
、
1
7
1
人
が
参
加
。
関

町
分
会
は
7
人
の
仲
間
で
簡

易
担
架
の
体
験
を
実
施
。
来

場
者
に
簡
易
担
架
の
作
り
方

を
教
え
、
簡
易
担
架
で
の
人

の
搬
送
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

関
町
南
北
町
会
の
野
口
会

長
か
ら
は
「
大
成
功
の
体
験

学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。
関

町
分
会
の
参
加
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
翼
を
担
う

地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
翼
を
担
う

関町分会関町分会
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7人の仲間で簡易
担架体験を行ない
ました

各
会
場
と
も

多
彩
な
企
画
で

地
域
と
交
流

各
会
場
と
も

多
彩
な
企
画
で

地
域
と
交
流

光が丘公園の会場（旭町光が丘分会）

今年も
「かんな削り体験」を実施

練馬まつり
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秋
の
大
手
企
業
交
渉
が
10

月
19
日
と
20
日
を
中
心
に
行

な
わ
れ
、
原
材
料
高
騰
へ
の

対
策
、
賃
金
引
き
上
げ
な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。

練
馬
支
部
は
、
福
岡
委
員

長
と
中
山
賃
金
対
策
担
当
執

行
委
員
が
熊
谷
組
、
小
谷
賃

金
対
策
担
当
執
行
委
員
と
鎌

田
Ｐ
Ａ
Ｌ
副
会
長
が
新
菱
冷

熱
工
業
と
の
交
渉
に
参
加
し

ま
し
た
。

熊
谷
組
で
は
、
「
若
い
人

が
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い
」

と
担
い
手
不
足
の
課
題
を
取

り
上
げ
、「
賃
金
ア
ッ
プ
を
」

と
要
望
。
新
菱
冷
熱
工
業
で

は
、
「
優
良
職
長
制
度
は
励

み
に
な
る
の
で
設
け
て
ほ
し

い
」
、
「
現
場
情
報
を
外
部

に
漏
え
い
す
る
な
と
い
っ
た

対
処
は
し
な
い
よ
う
」
要
望

し
ま
し
た
。

大
手
企
業
交
渉
に
向
け

て
、
練
馬
支
部
は
、
現
場
実

態
調
査
ア
ン
ケ
―
ト
や
練
馬

支
部
会
館
で
の
大
手
現
場
従

事
者
交
流
会
を
実
施
（
10
月

11
日
）
。
「
夏
の
暑
い
中
、

何
を
言
っ
て
い
る
か
聞
こ
え

な
い
朝
礼
で
立
た
さ
れ
て
い

た
」
（
竹
中
）
、
「
工
程
が

ひ
ど
い
」
（
鴻
池
）
、
「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
1
回
し
か
使

え
て
い
な
い
」
（
大
林
）
、

「
建
退
共
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
連

携
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
、
「
現
場
情
報
を
外
に

も
ら
す
な
と
い
っ
た
悪
し
き

風
潮
が
あ
る
」
「
工
程
表
を

書
け
な
い
所
長
が
多
く
な
っ

て
き
た
」
（
三
井
住
友
）
な

ど
ゼ
ネ
コ
ン
現
場
に
お
け
る

問
題
点
・
改
善
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
鉄
骨
が

落
下
し
て
く
る
危
険
な
現
場

に
怖
く
て
社
員
を
送
り
出
せ

な
い
」
（
9
・
19
東
京
駅
八

重
洲
の
ビ
ル
大
林
・
大
成
Ｊ

Ｖ
建
設
工
事
現
場
事
故
）
と

徹
底
し
た
安
全
管
理
を
求
め

る
声
も
出
さ
れ
、
寄
せ
ら
れ

た
情
報
は
事
前
に
本
部
に
伝

え
ま
し
た
。

練
馬
支
部
も
参
加
す
る

「
3
・
13
重
税
反
対
ね
り
ま

実
行
委
員
会
」が
10
月
24
日
、

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
で
「
ど
う

な
る
!?
ど
う
す
る
？
�
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
�
学
習
会
」
を

ひ
ら
き
、
39
人
（
練
馬
支
部

25
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
反
対
の
立
場
か
ら

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
イ
ン
ボ
イ
ス
」

の
電
子
署
名
提
出
の
記
者
会

見
に
も
参
加
し
た
佐
々
木
淳

一
税
理
士
（
税
理
士
法
人
東

京
南
部
会
計
）
が
講
師
を
つ

と
め
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
消
費
税

は
消
費
者
か
ら
の「
預
り
金
」

で
は
な
く
、
「
事
業
者
の
売

上
に
税
負
担
を
求
め
る
税

金
」
で
あ
り
、
利
益
率
が
10

％
も
い
か
な
い
中
小
業
者
に

赤
字
で
も
税
金
を
か
け
る

「
悪
魔
の
税
制
」
と
指
摘
。

こ
の
税
制
の
な
か
に
免
税
事

業
者
を
取
り
込
む
の
が
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
と
の
べ
、
ひ
き

つ
づ
き
1
0
0
万
人
を
め
ざ

し
て
反
対
書
名
の
運
動
を
す

す
め
よ
う
と
よ
び
か
け
ま
し

た
。そ

の
う
え
で
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
も
と
で
の
税
務
実

務
上
の
対
応
に
つ
い
て
、「
2

割
特
例
」
「
少
額
特
例
」
の

内
容
、
「
振
込
手
数
料
」
の

扱
い
や
「
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号

の
管
理
」
「
帳
簿
の
作
成
方

法
」
な
ど
を
具
体
的
に
解
説

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
納
税

は
大
切
だ
と
思
う
け
ど
、
し

か
る
べ
き
と
こ
ろ
か
ら
課
税

し
て
ほ
し
い
で
す
」
、
「
企

業
の
経
理
担
当
者
で
す
が
、

取
引
先
の
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号

の
調
査
や
社
内
通
達
の
作
成

・
周
知
な
ど
、
ま
さ
に
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
な
ん
と

し
て
も
廃
止
す
る
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
は
何
で
も
協
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

学
習
会
に
は
、
練
馬
区
選

出
の
山
岸
一
生
衆
議
院
議
員

も
来
場
し
、
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

ま
た
、学
習
会
に
先
立
ち
、

練
馬
駅
南
口
で
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

イ
ン
ボ
イ
ス
の
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

講
演
す
る
佐
々
木
税
理
士

9
月
末
ま
で
取
り
組
ん
だ

「
国
保
組
合
の
育
成
・
強
化
、

保
険
証
交
付
の
存
続
を
求
め

る
要
請
署
名
」
は
、
練
馬
支

部
で
6
2
7
2
筆
集
ま
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
建
総
連
全
体
で
は
、
全

国
の
県
連
・
組
合
か
ら
50
万

7
2
3
9
筆
。
10
月
5
日
の

厚
労
省
保
険
局
長
へ
の
要
請

行
動
で
は
保
険
証
の
対
面
交

付
の
重
要
性
を
訴
え
、
同
局

長
は
「
50
万
の
署
名
を
受
け

て
皆
さ
ん
の
思
い
を
感
じ

た
」
「
ご
要
望
い
た
だ
い
た

こ
と
は
よ
く
わ
か
る
」
と
理

解
を
示
し
ま
し
た
。
た
だ
、

岸
田
政
権
は
来
年
秋
の
紙
の

保
険
証
廃
止
・
マ
イ
ナ
保
険

証
一
本
化
の
方
針
を
崩
し
て

お
ら
ず
、
引
き
続
き
の
運
動

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
20
日
、
3
回
目
と
な

る
本
部
「
一
般
建
築
物
石
綿

含
有
建
材
調
査
者
」
学
習
交

流
集
会
が
開
催
さ
れ
、
練
馬

支
部
か
ら
6
者
の
事
業
者
が

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
ま
し

た
。
現
場
で
の
調
査
方
法
の

紹
介
や
役
所
へ
の
報
告
画
面

等
を
も
と
に
具
体
的
な
調
査

・
報
告
手
順
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
調
査
結
果

を
ま
と
め
た
報
告
書
は
保
存

が
求
め
ら
れ
、
現
場
に
も
そ

の
控
を
置
く
こ
と
や
発
注
者

へ
の
調
査
結
果
の
説
明
、
石

綿
含
有
の
有
無
に
つ
い
て
現

場
掲
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
実
地
調
査
で
は
、
調
査

・
分
析
費
用
が
発
生
す
る
た

め
、
発
注
者
へ
の
丁
寧
な
説

明
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、

石
綿
含
有
の
解
体
現
場
で

は
、
石
綿
作
業
主
任
者
と
石

綿
特
別
教
育
を
受
け
た
作
業

員
の
配
置
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

建
設
業
の
「
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
」
が
い
よ
い

よ
2
0
2
4
年
4
月
に
迫

る
な
か
、
事
業
所
で
の
働

き
方
を
見
つ
め
な
お
し
、

従
業
員
と
し
っ
か
り
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
労
働
時

間
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。分

会
内
事
業
所
の
事
業

主
や
総
務
担
当
者
む
け
に

社
労
士
を
招
い
て
連
続
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
テ
ー
マ
と
日
程
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
働
き
方
改
革
の
対
応

に
何
が
必
要
か（
復
習
編
）

…
11
月
29
日
（
水
）

□
労
働
時
間
の
管
理
と

労
働
時
間
の
削
減
…
1
月

29
日
（
月
）

□
残
り
1
か
月
！
建
設

業
の
働
き
改
革
対
応
ま
と

め
…
2
月
27
日
（
火
）

【
時
間
】
い
ず
れ
も
午
後

7
時
〜

【
講
師
】
北
村

博
昭
・
特
定
社
会
保
険
労

務
士

【
参
加
費
】
無
料

【
会
場
】
け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
（
本
部
）
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
の
併
用

【
申
込
】
支
部
担
当
者
ま

で

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

働き方改革
事業所連続セミナー

働き方改革
事業所連続セミナー

どうなる!?どうする?

「
保
険
証
交
付
の
存
続
」要
請
署
名

練
馬
支
部
6
2
7
2
筆

全
国
で
50
万
筆
超
え
る

「一般建築物石綿
含有建材調査者」

調
査
と
報
告
の

手
順
を
学
ぶ

秋
の
大
手
企
業
交
渉

学習交流集会

担
い
手
確
保
・
賃
金
ア
ッ
プ
を
訴
え



（4）2023年11月9日（木）け ん せ つ 北 部（第三種郵便物認可）第2733号

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

2
つ
の
自
衛
隊
基
地
を
抱

え
る
練
馬
区
で
11
月
6
日
、

「
Ｘ
国
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル

が
発
射
さ
れ
、
我
が
国
に
飛

来
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判

明
」
と
の
想
定
で
住
民
避
難

訓
練
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
と
抗
議
の

声
の
な
か
、
練
馬
駅
周
辺
は

一
時
騒
然
と
し
た
空
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
東
京
都
、練
馬
区
、

内
閣
官
房
、消
防
庁
が
主
催
。

都
は
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
等
に

対
し
て
都
営
地
下
鉄
練
馬
駅

な
ど
を
「
緊
急
一
時
避
難
施

設
」と
し
て
指
定
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
都
の
施
設
を
活
用

し
た
避
難
訓
練
は
初
め
て
。

国
と
自
治
体
が
行
う
訓
練
は

東
京
で
は
5
年
ぶ
り
で
す
。

訓
練
に
は
、
区
が
募
集
し

た
町
会
や
団
体
役
員
ら
約
60

人
が
参
加
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
模
擬
音
声

に
あ
わ
せ

て
、
練
馬
駅

の
改
札
口
付

近
と
平
成
つ

つ
じ
公
園
で

頭
を
抱
え
し

ゃ
が
み
こ
む

訓
練
が
行
な

わ
れ
ま
し

た
。訓

練
終
了

の
講
評
で
、

内
閣
官
房
、

東
京
都
、
練
馬
区
は
、
ま
る

で
ミ
サ
イ
ル
（
戦
争
）
が
自

然
災
害
で
あ
る
か
の
ご
と
く

�
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
�

と
繰
り
返
す
だ
け
で
し
た
。

戦
争
を
想
定
し
た
訓
練
に

対
し
て
、
練
馬
駅
で
は
市
民

団
体
「
戦
争
に
協
力
し
な
い

！
さ
せ
な
い
！
練
馬
ア
ク
シ

ョ
ン
」
（
ね
り
ま
9
条
の
会

な
ど
）
が
「
脅
威
を
あ
お
る

ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
反
対
」

の
抗
議
行
動
を
行
な
い
ま
し

た
。

平成つつじ公園での訓練の様子

訓練には抗議の声が起こりました

久
し
ぶ
り
の

運
動
会

前
回
の
運
動
会
は
な
ん
と

10
年
前
の
9
月
29
日
で
し

た
。
今
回
久
し
ぶ
り
の
ミ
ニ

運
動
会
と
い
う
こ
と
で
、
分

会
の
仲
間
は
皆
さ
ん
気
を
良

く
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
空
の
下
で
リ

レ
ー
や
ゲ
ー
ム
で
身
体
も
程

よ
い
疲
れ
で
仲
間
の
絆
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
矢
吹
光
英
さ
ん
／
大
泉
東

分
会
）

ま
る
で
戦
国
時
代

戦
国
時
代
み
た
い
で
す

ね
。
あ
ち
こ
ち
で
領
地
拡
大

の
た
め
の
攻
撃
戦
が
始
ま
っ

て
。戦
後
体
制
が
く
ず
れ
て
、

今
後
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？
（
大
室
知
加
子
さ
ん

／
春
日
分
会
）

心
配
、
心
配
…

異
常
気
象
で
こ
の
冬
は
ど

う
な
る
で
し
ょ
う

心
配
。

農
作
物
は
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
。
物
価
高
が
続
き
ま
す

心
配
。
（
梶
野
政
隆
さ
ん

／
関
町
分
会
）

憲
法
公
布
77
年
の
11
月
3
日
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
大

規
模
攻
撃
の
即
時
停
戦
を
求
め
、
戦
争

法
Ｎ
Ｏ
！
ね
り
ま
集
会
実
行
委
員
会
に

よ
る
宣
伝
行
動
が
石
神
井
公
園
駅
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
の
提
起
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
行
委
参
加
団
体
を
は
じ

め
1
2
0
人
超
が
参
加
す
る
大
宣
伝
行

動
に
な
り
ま
し
た
。
緊
急
の
行
動
と
な

っ
た
た
め
練
馬
支
部
で
は
組
織
的
な
参

加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域

九
条
の
会
か
ら
の
参
加
な
ど
、
多
く
の

組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
で
は
、
労
働
組
合
、
平
和

団
体
、
女
性
団
体
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

学
者
、
国
会
・
都
議
会
・
区
議
会
議
員

に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
シ
ー
ル
投
票

・
署
名
・
リ
ー
フ
配
布
が
お
こ
な
わ
れ
、

「
ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
す
な
、

政
府
は
憲
法
9
条
を
生
か
し
た
外
交

を
」
と
区
民
に
訴
え
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
工
（
請
負
契
約
）

経
験
者

株
式
会
社
イ
ン
テ
リ
ア
加
藤

（
中
村
分
会
）

練
馬
区
中
村
南
3
―
5
―
2

☎
0
9
0
（
2
2
5
7
）
9

7
9
7

土
木
・
Ｒ
Ｃ
・
外
構
工
（
正

規
1
人
）
経
験
者
優
遇
・
見

習
い
・
要
普
免
／
現
場
管
理

ス
タ
ッ
フ
（
正
規
1
人
）
経

験
者
優
遇
・
要
普
免

た
か
や
な
ぎ
建
設
株
式
会
社

（
富
士
見
台
分
会
）

練
馬
区
富
士
見
台
2
―
7
―

19
コ
ー
ポ
ラ
ス
Ⅰ
3
0
6

☎
0
9
0
（
3
4
7
0
）
9

7
0
4

通
信
工
（
正
規
1
人
）

経
験
者
優
遇
・
見
習
い
・
要

普
免

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
（
南
田
中
分

会
）

練
馬
区
南
田
中
2
―
20
―
25

―
5
0
2

☎
0
8
0
（
8
0
3
1
）
1

2
3
7

イ
ラ
ス
ト
は
早
瀬
由
香
里
さ

ん
／
早
宮
分
会

11
月
3
日
、
国
会
正
門
前

に
、
総
が
か
り
行
動
実
行
委

と
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
主
催
し
た

憲
法
大
行
動
に
4
0
0
0
人

（
練
馬
支
部
6
人
・
土
建
全

体
で
1
7
5
人
）
の
市
民
が

集
結
。「
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら

免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存

す
る
権
利
を
有
す
る
と
し
、

国
際
紛
争
の
解
決
の
手
段
と

し
て
の
戦
争
を
永
久
に
放
棄

し
た
日
本
国
憲
法
の
実
践
こ

そ
今
求
め
ら
れ
る
」と
訴
え
、

「
戦
争
反
対
」
「
憲
法
生
か

し
て
暮
ら
し
を
守
ろ
う
」
と

コ
ー
ル
を
上
げ
ま
し
た
。

練
馬
区
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練

練
馬
区
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練

120人が石神井公園駅で緊急宣伝行動

つなごう憲法をいかす未来へ

ガザ即時停戦！
憲法９条を生かした外交を

ガザ即時停戦！
憲法９条を生かした外交を

�
脅
威
を
あ
お
る
�と
抗
議
の
声

11・3憲法大行動に4，000人11・3憲法大行動に4，000人

Ｊアラートの模擬音声で一斉にしゃがみこむ

ミ
サ
イ
ル
は
自
然
災
害
？

�
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
�
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